
あ
っ
た
「
外
国
人
登
録
証
」
が
廃
止
さ
れ
て
、

「
在
留
カ
ー
ド
」
に
代
わ
っ
た
。「
み
な
し
再
入
国

許
可
」
な
ど
在
留
外
国
人
の
移
動
へ
の
一
部
緩
和

が
み
ら
れ
る
な
か
、
一
方
で
は
、「
有
効
な
旅
券

を
も
た
な
い
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
事
実
上
の
無

国
籍
者
は
こ
の
対
象
外
と
な
る
。
具
体
的
に
ど
う

な
る
の
か
区
役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
明

快
な
答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

生
活
の
必
需
品
で
あ
り
な
が
ら
、
私
た
ち
は
意

外
と
身
分
証
明
書
の
真
相
を
知
ら
な
い
。
本
共
同

研
究
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
社
会
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
直
面
す
る
個
人
と
身
分

証
明
を
め
ぐ
る
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
身
分
証
明

昨
年
秋
か
ら
国
立
民
族
学
博
物
館
で
は
じ
ま
っ

た
共
同
研
究
会
「
人
の
移
動
と
身
分
証
明
の
人
類

学
」
は
、
人
の
移
動
と
在
留
管
理
に
基
づ
く
身
分

証
明
が
、
移
動
す
る
人
び
と
の
人
生
と
次
の
世
代

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
注
目
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
旅
券
、
渡
航
証
、
在
留

カ
ー
ド
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
証
明
書
が
、
出

産
・
育
児
か
ら
就
学
、
就
労
、
結
婚
・
離
婚
、
居

住
、
家
庭
生
活
、
街
づ
く
り
参
画
、
老
後
生
活
、

死
・
墓
や
弔
い
に
至
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
、
ま
た
個
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

共
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
人
類
学
、
法
学
、

歴
史
学
、
社
会
学
な
ど
諸
分
野
の
研
究
者
や
現
場

で
活
躍
す
る
人
び
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
日
本
に

在
留
す
る
外
国
人
、
帰
国
者
、
日
系
人
、
少
数
民

族
、
遊
牧
民
、
難
民
、
崩
壊
国
家
出
身
の
人
び
と
、

重
国
籍
者
、
無
国
籍
者
、
国
際
結
婚
の
も
と
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
、
移
民
二
世
三
世
な
ど
、
国
内
外

を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
を
研
究
対
象
と
し

て
い
る
。
議
論
す
る
多
種
多
様
な
事
例
か
ら
は
、

身
分
証
明
書
と
い
う
小
さ
な
紙
の
有
無
が
、
人
の

存
在
や
権
利
の
証
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

な
ど
、
人
生
の
肝
要
な
場
面
で
影
響
力
を
発
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
子
ど
も
の
認
知
届
が
出
せ
な
く
て
…
…
」

先
日
、
二
〇
代
の
女
性
か
ら
「
子
ど
も
の
認
知

届
が
出
せ
な
く
て
…
…
」
と
相
談
の
電
話
が
あ
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
難
民
二
世
だ
と
い
う
相
談
者
は
、

日
本
人
の
若
者
と
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな

関
西
弁
ま
じ
り
の
日
本
語
で
経
緯
を
話
し
た
。
外

国
人
登
録
上
、
定
住
者
で
「
ベ
ト
ナ
ム
」
国
籍
で

あ
る
彼
女
は
、
香
港
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ

四
歳
の
時
に
来
日
し
、
日
本
で
育
っ
た
。
日
本
人

男
性
と
交
際
し
、
婚
姻
届
を
出
す
前
に
切
迫
早
産

で
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
た
。
男
性
が
「
赤
ち
ゃ
ん

の
認
知
届
を
出
そ
う
と
A
区
役
所
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
母
の
国
籍
証
明
書
と
独
身
証
明
書
が
必
要
だ

と
い
わ
れ
手
続
き
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

外
国
人
登
録
証
上
国
籍
は
「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
あ

る
が
、
海
外
で
生
ま
れ
た
難
民
二
世
の
彼
女
に
関

す
る
書
類
は
ベ
ト
ナ
ム
の
行
政
に
は
提
出
さ
れ
て

お
ら
ず
、
事
実
上
無
国
籍
状
態
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
区
役
所
に
要
求
さ
れ
た
書
類
が
ベ
ト
ナ
ム
領

事
館
か
ら
入
手
で
き
な
い
の
だ
。
乳
飲
み
子
を
抱

え
東
奔
西
走
し
た
が
手
続
き
が
う
ま
く
い
か
ず
、

若
い
家
族
は
困
り
果
て
て
い
た
。

わ
た
し
は
彼
女
に
、
国
籍
証
明
書
や
独
身
証
明

書
が
な
く
と
も
、
難
民
で
あ
る
旨
の
陳
述
書
を
添

付
す
れ
ば
書
類
を
受
け
付
け
ら
れ
た
事
例
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
、
再
度
役
所
に
確
認
す
る
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
翌
日
、「
や
は
り
領
事
館
か
ら
の

書
類
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
声
を
落
と

し
て
い
た
が
、
数
時
間
後
、「
A
区
役
所
で
は
な

く
B
区
役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
、
陳
述
書
で
受

け
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
」
と
声
が
躍
っ
て
い
た
。

わ
が
子
の
身
分
証
明
書
を
整
え
た
い
二
人
は
必

死
に
情
報
を
集
め
、
不
慣
れ
な
手
続
き
の
た
め
一

喜
一
憂
し
て
い
る
。
特
例
だ
か
ら
と
は
い
え
、
同

じ
市
内
で
同
じ
人
が
同
じ
手
続
き
を
す
る
の
に
、

役
所
に
よ
っ
て
必
要
書
類
と
対
応
が
違
う
と
い
う

の
は
容
認
し
が
た
い
こ
と
だ
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
身
分
証
明
書
と
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
役
所
の
対
応
が
、
ど
れ
だ
け
わ
た

し
た
ち
の
生
活
を
左
右
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
し
て
、
実
態
と
合
わ
な
い
身
分
証
明
書
を

与
え
ら
れ
て
い
る
人
が
お
り
、
当
事
者
で
さ
え
よ

く
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
状
態
が
子
ど
も

の
身
分
に
ま
で
影
響
し
か
ね
な
い
と
い
う
現
実
だ
。

時
代
に
呼
応
し
た
課
題

人
は
、
話
す
こ
と
ば
、
家
族
や
出
生
地
、
生
年

月
日
、
居
住
地
、
名
前
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素

で
「
自
分
は
な
に
も
の
か
」
を
示
す
こ
と
で
立
場

を
確
保
し
て
い
る
。
稀ま

れ

に
、
長
年
の
つ
き
あ
い
や

知
人
の
紹
介
で
身
分
証
明
書
を
必
要
と
し
な
い
場

合
も
あ
る
が
、
多
く
は
身
元
照
会
の
た
め
に
公
的

な
機
関
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
求
め
ら
れ
る
。

公
の
機
関
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
は
絶
対
的
な

モ
ノ
と
信
じ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
態
と
合
わ
な
い

こ
と
、
解
釈
・
運
用
が
変
わ
っ
た
り
、
発
行
す
る

側
と
受
け
る
側
の
理
解
に
齟そ

齬ご

が
生
じ
た
り
、
も

と
も
と
無
く
て
証
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。身

分
証
明
の
し
く
み
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す

る
。
し
か
も
分
か
り
づ
ら
い
。
日
本
で
は
二
〇
一

二
年
七
月
九
日
か
ら
新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
外
国
人
の
身
分
証
明
書
で

国家の制度のもと、自己を証明する手段のひとつとして、公的な機関が発行する身分証明書があ
る。さまざまな目的や要因によって、国や地域を移動する（せざるをえない）人びとや、その次の
世代にとって、身分証明は単なる制度以上の重要な意味を帯びてくる。

陳
チェン

 天
ティェンシ

璽
民博 先端人類科学研究部

「身分証明書」は「わたし」を証明できるのか

共
同
研
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「
人
の
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身
分
証
明
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人
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タイのミャンマー国境近くに暮らす家族。
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ミャンマー人としてタイ政府に登録されてしまった

タイ在住ベトナム系人がもつ複数の身分証
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